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区域の設定範囲別メリット・デメリット

区域の設定範囲 メリット デメリット

市内全域

○教育・保育需要の増大に対して、区域内での
調整が可能。
○区域内での充足率の偏りが均等化できる。
○利用者の細かなニーズ（勤務状況に合わせ
た保育所利用や教育・保育の特性を踏まえた
選択肢）に柔軟に対応できる。

○利用者にとって入所可能な施設・事業が自
宅近辺にない場合もある。

地区別
○利用者の居住地区と利用事業の所在地は概
ね一致した区域設定ができる。

○区域が細かくなるため、見込み量の調整や
確保が難しくなる。
○区域による充足率に偏りが生じることが推測
される。
○利用者の細かなニーズ（勤務状況に合わせ
た保育所利用や教育・保育の特性を踏まえた
選択肢）が計画に反映できない。

小・中学校区
○利用者にとって入所可能な施設・事業が自
宅近辺にある可能性が高くなる。

○区域が細かくなるため、見込み量の調整や
確保が難しくなる。
○区域による充足率に偏りが生じることが推測
される。
○利用者の細かなニーズ（勤務状況に合わせ
た保育所利用や教育・保育の特性を踏まえた
選択肢）が計画に反映できない。


